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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオレフィン（Ａ）と不飽和（ポリ）カルボン酸（無水物）（Ｂ）とをラジカル開始
剤（Ｄ）の存在下で反応させる変性ポリオレフィンの製造法であって、該（Ａ）が数平均
分子量３０，０００～４００，０００のポリオレフィン（Ａ０）を熱減成して得られ、数
平均分子量８００～５０，０００であり、炭素数１，０００個当たり０．１～２０個の二
重結合を有し、該（Ａ）の（Ａ）に基づく分子量５００以下の含有量が０．１０～１５重
量％である変性ポリオレフィン（Ｘ）の製造法。
【請求項２】
　（Ａ）と（Ｂ）との重量比［（Ａ）の重量／（Ｂ）の重量］が、８０／２０～９９／１
である請求項１記載の製造法。
【請求項３】
　（Ｘ）中の遊離カルボン酸成分の割合（α）が、該（Ｘ）に基づいて３．５重量％以下
である請求項１または２記載の製造法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか記載の製造法で得られる変性ポリオレフィン（Ｘ）を含有して
なる樹脂改質剤（Ｋ）の製造法。
【請求項５】
　請求項４記載の製造法で得られる樹脂改質剤（Ｋ）とポリオレフィン樹脂（Ｅ）を含有
してなるポリオレフィン樹脂組成物の製造法。
【請求項６】
　（Ｋ）と（Ｅ）との重量比［（Ｋ）の重量／（Ｅ）の重量］が、１０／９０～４０／６
０である請求項５記載の製造法。
【請求項７】
　請求項５または６記載の製造法で得られるポリオレフィン樹脂組成物を成形してなる成
形品の製造法。
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【請求項８】
　請求項７記載の製造法で得られる成形品に塗装および／または印刷を施してなる成形物
品の製造法。
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